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La1-xSrxMnO3 (LSMO) は、3d 電子の強い電子相関に起因する金属-絶縁体転移や強磁性(FM)-反

強磁性(AFM)相転移など、多彩な物性を有する酸化物である。特に、Srドープ量 x = 0.3の LSMO

は高いスピン分極を示し、その磁気特性が広く研究されてきた。一方で、x = 0.5の LSMOは温度

の低下とともに FM から AFM への相転移を示すが、薄膜における格子歪みやサイズ効果が磁化

ダイナミクスに与える影響については未解明な点が多い。本研究では、強相関電子系における新

たな物理現象の解明を目指し、La0.5Sr0.5MnO3薄膜の磁化ダイナミクス、特にギルバートダンピン

グ定数𝛼の温度依存性を強磁性共鳴(FMR)を用いて調査した結果について報告する。 

パルスレーザー堆積法により、膜厚 10-28 nmの LSMO (x = 0.5) エピタキシャル薄膜を Nb-ドー

プ STO (100) 基板上に作製し、2-300 K、10-44 GHzの温度・周波数範囲でベクトルネットワーク

アナライザを用いた FMR測定を実施した。Fig. 1は、FMR共鳴線幅 (ΔH) と共鳴周波数 (fres) を

𝛥H = 𝛥H0 + 2𝜋fres𝛼/𝛾でフィッティングして評価した𝛼の温度依存性を示す。𝛼は温度の低下ととも

に減少し、100 K付近で最小値をとり、その後 2 Kまで冷却すると増大する異常な挙動を示した。

Fig. 2は、fresと共鳴磁場(Hres)との関係を Kittelの式 fres = 𝛾/2𝜋{(Hres + 4𝜋Ms + 2K1 / Ms)(Hres + 2K1 / 

Ms)}1/2 を用いてフィッティングして推定した飽和磁化 Msの温度依存性を示す。Msは 75 K付近で

ピークを示し、温度の低下とともに減少した。この Msの減少は、LSMO内の FM相が 75 K以下

で AFM 相に転移したことを示唆している。これらの傾向は全ての試料で観測され、特に膜厚 10 

nmの薄膜で顕著であった。以上より、100 K以下での𝛼の増大が AFM相の出現による磁化の歳差

運動の散逸に起因しており、その影響は膜厚の減少とともに顕著になることを示された。 
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Fig. 1 Temperature dependence of the damping  

constant 𝛼 in La0.5Sr0.5MnO3 / Nb-STO(100).  

Fig. 2 Temperature dependence of magnetization  

in La0.5Sr0.5MnO3 / Nb-STO(100). 
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